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いわて国体
選手強化の取組

　和歌山国体では、成年男女・少年男女の4種別すべて

で出場を果たすことができた。昨年度は、プレーオフ制

度のため、成年男女が代表決定戦で近畿代表に敗れ、出

場することができず、2年ぶりの全種別出場であった。

今回の国体では、特にも女子の活躍がめざましく、総合

で124点を獲得し、本県の天皇杯順位アップに大きく

貢献できたと思う。この要因として、積極的な県外遠征

があげられる。ホッケー競技の場合、全国の競技人口が

少ないため、もともと県内での練習試合というものが

組めない。必然的に県外に出なければ対戦相手がいな

いという状況があった。また、東北で常にトップの座に

あったため、格上の相手を求めて、関東・関西まで足を

伸ばさなければならない環境にもあった。簡単に行け

る距離ではないため、バスでの車中泊を当然のように

行っている。朝方、現地に着いて十分な睡眠を取れたわ

けでもないのに、相手チームと試合をする。もちろんコ

ンディションも十分でない。ただ、そのような状況にお

いても、チームの目的を明確にして、この試合でどのよ

うなことをすればよいのか、相手の出方に対してどの

ように対応すればよいのか、等々を意識して試合に臨

む。苦しくても、ただ試合をこなせばい

いということは決してしない。貴重な

実戦であることを意識して試合をする。

このようなことを、年に何回も行って

きていることが、強化に結びついてい

るのではないだろうか。

　いわて国体では、岩手県のホッケー

には総合優勝の期待がかけられると思

うので、ぜひ総合優勝し、ホッケー王国

岩手を掲げられるよう、努力していく

所存です。
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